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＜連絡事項＞

・本日洗面所の水漏れがある為、修繕を行っています。

＜患者様連絡事項＞

・後藤　昭雄様～「歯の高さを調整して欲しい」との訴えあり歯科受診しています。次週も歯科受診予定です。

・神田　直樹様～「水が歯にしみる」との訴えあり歯科受診しています。次週も歯科受診予定です。

・袴田　将志様～不眠時の予測指示　ハルラック(0.25)(催眠鎮静剤)1×14回分継続となっています。

・大石　清志様～②ハロステン(1)(精神神経用剤)2T　2×朝・夕後→リントン(0.75)(精神神経用剤)3T　3×ndEへ本日夕より変更となっています。精神症状の観察・確認を行っていきましょう。

・山本　伸子様～①リントン(0.75)(精神神経用剤)3T　3×ndE→ハロステン(1)(精神神経用剤)3T　3×ndEへ本日昼より変更となっています。精神状態の観察・幻聴の有無の確認を行っていきましょう。

・神田　直樹様～9/9(日)10:00～17:00気分転換の為外出希望あり、主治医より許可となっています。帰院後の状態観察を行っていきましょう。

・藤井　博様～9/8(土)10:00～12:00、アパート探しの為、スタッフ付添いにて外出希望聞かれ主治医より許可となっています。

・阿部　文香様～9/9(日)10:00～17:30、航空ショー見学の為、御家族同伴にての外出希望あり主治医より許可となっています。

・中村　寿昭様～9/10(月)9:30～15:30、DVD修理の為、外出希望聞かれ主治医より許可となっています。

・大石　清志様～9/12(水)14:00～17:00、アパート探しの為スタッフ付添いにての外出希望聞かれ主治医より許可となっています。

・久保　興介様～9/7(金)15:00～17:00、気分転換の為母様同伴にての外出希望聞かれ猪股Drより許可となっています。

・山田　吉夫様～本日、スタッフ同伴にてディケアへ体験利用に行かれています。

＜要注目患者様ケース検討＞
・向井　敦子様～本日は、特定患者様に対して怒鳴る行為や妄想に左右された発言は聞かれずに過ごされています。引き続き、本人様の訴えがあった場合は傾聴し、落着いて過ごせるよう関わっていきましょう。また、他者とのトラブルに注意していきましょう。

・坂　貢様～｢テレパシーが強まり、床が歪む感じもあり、薬を増やして欲しい｣との訴えあり、レボトミン(25)(精神神経用剤)3T　3×1/5日分、本日昼より臨時処方となっています。次回より定期処方となっています。精神状態の観察・確認を行っていきましょう。

＜転入患者様情報＞

栗谷川　慎平様(50)　担当：工藤Ns・長濱CW

　主病名: アルコール依存症

入院形態：任意入院

主治医：田名部Ｄｒ

入院年月日：平成24年4月23日

H23.9.24退院後、当院への通院を継続。まもなく飲酒を再開。

飲酒コントロールが困難となり、酩酊状態での粗暴性・衝動性が強まり、H24.7.31母親に対して威嚇し、警察官に逮捕・留置。本人・家族が入院治療を希望し、H24.8.13釈放され、同日、当院を受診。本人・家族が、当院でのアルコール依存症治療プログラムの実施を希望して、H24.8.13当院3回目の入院となっています。

（入院後の経過）

夜間休むことでき、食事は全量摂取。他者交流はみられず、余暇はホールにてテレビを見て過ごされている事が多い。H24.8.20よりアルコール依存症治療プログラム開始。プログラムには拒否なく参加できています。9/1に家族の面会時、3ヵ月後には他の病院へ転院させる事や施設に入所検討していると話しているが、現在アルコールプログラムで内観療法を行いながら、断酒できるよう継続している事を伝え、退院後については今後主治医やSWなど含めて検討が必要だとスタッフより説明しています。

＜入院患者様情報＞

氏　名　：上野　康弘様(36)　担当：阿部MNs・根城CW

病　名　：アルコール依存症

主治医　：猪股Dr

入院形態：任意入院

病　棟　：西Aユニット

入院期間：３ヶ月

＜経過＞

当院4回の入院歴あり。H24.8/17退院後は退院してすぐに再飲酒し連続飲酒となっていました。8/31初外来時も受診されることはなく、こちらから電話連絡し「用事があり来れない」という返事を頂いていました。同日夕方突然来院され8/29飲酒運転し交通事故を起

こし、警察署に事情聴取され診断書の提出を求められたとの事で来院され診断書作成し帰宅しています。本日急遽診察希望の電話あり受診。顔面には擦過傷内出血の跡が無数あり。その後も飲酒は続いていたとの事で一昨日アルコールを購入しようと家を出た所階段にて転倒。顔面の傷はその時できたものだとのことです。本日本人様よりアルコールを断ちたいとの希望あり。11：15西Aユニットへ任意入院となっています。最終飲酒は一昨日と本人述べています。受診時、酒臭・歩行時のふらつきは見られていません。
転入後の経過

11:20西病棟Aユニット37号室へ入院。
入院時体温37.2℃　脈拍78回/分　血圧154/110㎜Hg

咳嗽あるが、風邪では無いと本人様話されている。

手指の振戦訴えられるが、目立つほどでは無く、名前の

記入も問題なく出来ている。

嘔気訴えあり、昼食不食されているが、嘔吐なし。

昼食は嘔気を訴え不食される。

備考：聴取の為、9/13(木)母様同伴にて外出予定。

　　　退院後の方向性として母様は施設への入所を希望され、本人様も

　　　同様の希望をされている。

　　　母様は本人様との関わりを避けているように一見見えるが、本人様への関わり方への戸惑い、疲弊が強い様子伺える。疎遠とならない様な介入が必要。

